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［ 方 法 ］　 首 都 圏 内 の 女 子 大 学 短 期 大 学 部 の 学 生 を 対 象 と し て、1990 年 １月 下 旬 か ら２月 上

旬 に かけ て 配 票 調 査 を 行 い、 そ の 場 で 回 収し た。 在 籍 学 生 の 内88 ％、710 名 の 回 答 を 得 た。

統 計 処 理 に は、StatV  i ew 目 を 用 い た。

［ 結 果 ］　 朝 食 摂 取 と 朝 食 時 の 共 食 者 の 有 無 を 見 る と、 朝 食 を 毎日 摂 取 す る 者 に 共 食 者が

多 い(  p<0.05) 。食 事 内 容 に つ い て は、 主 食 に 米 飯 を 多 く 摂 取し て い る 者 に、 共 食 者 が 多い

（p<0.0005 ）。 学 生 の 居 住 形 態 別 で みる と、 自 宅 生 お よ び 親 戚 か ら の 通 学 生 で 朝 食 に 孤 食

傾 向 が み ら れ る が、 寮 生 は、 共 食 傾向 が 強 い（p<0.0005 ） 。通 学 時 間 と 共 食・ 孤 食 と の 関 係

で は、 通 学 時 間 の 長 い も の ほ ど、 孤 食 者 が 多 く（p<0.0005) 、朝 起 き て から 出 か け る ま で の

在 宅 時 間 に お い て も、 統 計的 に は 有意 で は な い が、 在 宅 時 間 の 長 い も の ほ ど、 共 食者 が多

い 傾 向 が み ら れ る。 生 活 に つ い て の 自 己 評 価 と の 関 係 を 見 る と、 毎 日 規 則 的 に 過ご し て い

る と 評 価 す る 者 ほ ど、 共 食 者 が 多 い（p<0.005 ） 。余 暇 の 過ご し 方 に つ い て は。 クラ ブ 活 動

や ア ル バ イト をし て い る 者 に、 孤 食 者 が 多 く（p<0.05 ） 、生 活 時 間 に つ い て は、 両 群に 起 床

時 間 と、 夕 食 時 間 に 差 異 が み ら れ た（p<0.0005 ） 。
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州 の 高 齢 者 に か か わ る 一 連 の 調 査 研 究 が、 「 九

を 通し て、 今 後 へ の よ り よい 生 活（ 個 人、 家 族

で き 得 た か に つ い て の 検 討 と、 今 後 の 調 査 研 究

に

者

般

状

強

は

と

高

に

く

い

齢

地

う

者

域

視

論

的、

角 が

と し

経

必

て

済

要

曹

的

で

遍

（

あ

化

地

る

で

帯 の も つ 経済 性 ） 背

こ と。

き る か（ 九州 の 高 齢

お い て、 高い 同 居 意 向 に み ら れる 様 な、 現

現 状 生 活 へ の 問 題 意 識 的 発 想 の 無 い 状 況

」 の 指 標 作 成 一生 活 者 の主 観 的 見 方 と 生 活 に 関 す る 客 観 的 水準 の 統 一（

る ）。

方 モ デ ル 」の 作 成 と そ の 有 効 性。

主 体 者 」 と 規 定 し た 場 合 の 生 活 の 分 析 と し て 構 造 的 解 明 の 必 要 性。

共 食
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孤

徳

食

大

か

生

ら

活

見 た 女 子 大生 の 生 活 習 慣

文 化

日 常 生 活 行 動

後 藤　 潔○ 草 野 篤 子

四 十 九 院 静 子

目 的 ］　 近 年、 同 一 家 族 と は い え、 各 家 族 構 成 員

そ の 一 つ に 食 行 動 の 中 の 食 事 に お け る 孤 食 が あ

場 合、 食 事 内 容 が 貧 弱 で、 栄 養 バ ラ ン ス が 悪 い こ

人 化 傾向 が、 ’他 の 生 活 習 慣 ・ 日 常 生 活 行 動 と ど の

か り と し て、 今 回 は 共 食 か 孤 食 か に よ る 生 活 習 慣

研 究 の 糸 口 とし たい。
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